
 
 

                                       

                                       

                       

早
急
に
必
要
な 

放
射
能

海
洋
放
出
の
法
規
制 

田
村
剛
一
会
長 

  

三
年
前
、
六
ヶ
所
再
処
理

工
場
か
ら
海
に
放
射
能
が
流

さ
れ
る
と
聞
い
て
、
エ
チ
ゼ

ン
ク
ラ
ゲ
の
例
か
ら
も
こ
れ

は
三
陸
の
海
へ
流
れ
て
き
て

大
変
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と

思
い
、「
海
に
放
射
能
を
流
さ

な
い
で
ほ
し
い
」「
現
地
説
明

会
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
申

し
入
れ
た
。
日
本
原
燃
は
ア

ク
テ
ィ
ブ
試
験
直
前
に
沿
岸 

                       

二
箇
所
で
住
民
説
明
会
を
行 

っ
た
が
納
得
が
い
か
な
か
っ

た
。
環
境
基
本
法
や
水
質
汚

濁
防
止
法
で
は
、
放
射
能
海

洋
放
出
に
つ
い
て
は
「
別
に

定
め
る
」
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
る
が
、
特
に
規
制
す
る

法
律
は
な
い
。
こ
れ
が
再
処

理
工
場
の
多
量
の
放
射
能
放

出
を
許
し
て
い
る
。 

私
た
ち
の
請
願
は
、
す
で

に
岩
手
県
内
三
〇
市
町
村
議

会
で
採
択
さ
れ
、
各
市
町
村

か
ら
国
へ
の
意
見
書
が
出
さ

れ
た
。
盛
岡
市
議
会
も
是
非

採
択
を
お
願
い
し
た
い
。 

ト
リ
チ
ウ
ム
除
去
技
術
は

す
で
に
完
成
し
て
い
る 

 
 

岩
間
滋
事
務
局
次
長 

 

再
処
理
工
場
の
当
初
の
設

計
図
に
は
、
ク
リ
プ
ト
ン
・

ト
リ
チ
ウ
ム
除
去
装
置
が
つ

い
て
い
た
が
、
実
際
に
は
外

さ
れ
た
。
ク
リ
プ
ト
ン
除
去

技
術
は
一
六
〇
億
円
も
か
け

て
開
発
し
た
技
術
で
あ
る
。

ト
リ
チ
ウ
ム
も
技
術
的
に
除

去
出
来
る
と
い
う
技
術
報
告

が
公
表
さ
れ
て
い
る
。「
再
処

理
工
場
は
、
原
発
一
年
分
の

放
射
能
を
一
日
で
出
す
」
と

い
う
現
実
が
ま
か
り
通
っ
て

い
る
が
、
再
処
理
工
場
と
原

発
で
は
規
制
の
基
準
が
違
う
。

再
処
理
工
場
も
原
発
と
同
じ

基
準
で
規
制
を
す
る
べ
き
だ
。 

 

「
食
の
安
全
が
第
一
」 

早
急
な
法
規
制
を
望
む 

 

重
茂
漁
協
・
前
川
清
氏 

 

三
年
前
東
京
海
洋
大
学
名

誉
教
授
水
口
憲
哉
氏
の
講
演

で
「
海
に
放
射
能
が
流
さ
れ

る
」
と
初
め
て
知
っ
た
。
十

分
に
報
道
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
怒
り
を
感
じ
る
。
私
た

ち
漁
業
者
は
海
を
大
切
に
し 

清
浄
で
安
全
な
海
産
物
を
消

費
者
に
届
け
て
き
た
。
放
射

能
は
未
来
の
子
ど
も
の
健
康

に
も
悪
影
響
を
も
た
ら
す
。

法
律
は
「
食
の
安
全
」
を
大

前
提
と
し
て
、
放
射
能
規
制

も
例
外
と
し
て
は
な
ら
な
い
。 

三陸の海を放射能から守る                       天恵の海を守ろう！ 
岩手の会                                200８（平成２０）年      
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八
月
二
〇
日
、盛
岡
市
議
会
総
務
常
任
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
重
茂
漁
協
、
豊
か
な
三

陸
の
海
を
守
る
会
、県
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会
の
三
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る

「『
放
射
能
を
海
に
流
さ
な
い
こ
と
』
と
す

る
法
律
、放
射
能
海
洋
放
出
規
制
法（
仮
称
）

の
法
律
制
定
を
求
め
る
請
願
書
」に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
審
議
に
は
、
参

考
人
と
し
て
「
守
る
会
」
か
ら
田
村
剛
一
会

長
、
岩
間
滋
事
務
局
次
長
、
重
茂
漁
協
か
ら

前
川
清
氏
が
出
席
し
、
三
陸
の
海
が
危
な

い
」
な
ど
の
実
情
を
詳
し
く
陳
述
し
ま
し

た
。三
団
体
の
請
願
は
す
で
に
岩
手
県
内
三

〇
市
町
村
議
会
で
採
択
さ
れ
、各
議
会
か
ら

政
府
へ
意
見
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
取
材
・
尚
） 



傍
聴
者
の
感
想 

◎
委
員
の
方
々
が
真
剣
に
受
け
と
め
活
発
に

議
論
さ
れ
て
い
た
。
正
し
い
結
論
を
是
非
お

願
い
し
た
い
。 

◎
「
三
陸
沖
放
射
能
調
査
」
に
つ
い
て
、
一

歩
前
進
で
は
あ
る
が
、
項
目
か
ら
見
て
本
格

的
な
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」

と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か 

◎
「
平
泉
の
観
光
客
も
三
陸
の
海
の
幸
を
楽

し
み
に
来
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
は
全
く
そ

の
通
り
。
沿
岸
部
の
人
達
だ
け
の
問
題
と
は

思
え
な
い
。 

◎
「
市
民
が
ま
だ
充
分
知
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

継
続
審
議
に
し
て
慎
重
に
結
論
を
だ
す
べ
き

だ
」
と
す
る
発
言
が
あ
っ
た
が
、
ど
こ
か
変

だ
。
議
員
は
む
し
ろ
海
が
汚
れ
始
め
た
事
実

を
早
急
に
市
民
に
知
ら
せ
、
海
を
守
る
た
め

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
べ
き
だ
。 

講
演
会 

ウ
ラ
ル
の
核
惨

事
か
ら
五
一

年 

「
再
処
理
工
場
の
悲
惨
な
事
故
」 

講
師 

 

元
原
子
力
研
究
所
技
術
者 

 
 
 

市
川
富
士
夫
氏 

 

九
月
二
八
日
（
日
）
一
五
時 

 
 
 

宮
古
市
立
図
書
館 

 

九
月
二
九
日
（
月
） 

一
八
時
三
〇
分 

 
 
 

盛
岡
・
県
公
会
堂 

委
員
会
の
質
疑
討
論 

以
上
の
発
言
を
受
け
て
、

各
委
員
か
ら
、
請
願
の
趣
旨

の
確
認
や
、
放
出
放
射
能
の

危
険
性
に
つ
い
て
の
見
解
、

各
市
町
村
請
願
や
県
議
会
請

願
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

質
問
や
意
見
な
ど
、
活
発
な

質
問
、
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

参
考
人
が
強
調
し
た
内
容
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。 

 

津
軽
暖
流
は
三
陸
海
岸
に
沿

っ
て
流
れ
る
（
岩
間
参
考
人
） 

 

「
津
軽
暖
流
」
と
い
う
の

は
対
馬
暖
流
が
津
軽
海
峡
か

ら
分
流
し
て
出
て
く
る
も
の

で
、
親
潮
に
阻
ま
れ
て
南
下

す
る
。
三
陸
の
海
岸
に
沿
っ

て
千
葉
県
あ
た
り
ま
で
流
れ

る
事
は
「
一
万
枚
ハ
ガ
キ
漂

流
調
査
」
で
明
か
だ
。
濃
い

放
射
能
液
が
三
陸
沿
岸
に
流

れ
、
よ
ど
ん
で
湾
内
に
滞
留

す
る
危
険
が
あ
る
。 

放
射
能
の
体
内
被
曝
が
心
配 

 
 
 
 

（
岩
間
参
考
人
） 

 

ト
リ
チ
ウ
ム
の
出
す
放
射

線
は
確
か
に
弱
い
。
し
か
し
、

水
素
の
一
種
な
の
で
、
炭
素

や
酸
素
と
容
易
に
結
合
し
て

水
や
有
機
物
と
し
て
生
体
内

に
入
り
、
内
部
被
曝
が
心
配

さ
れ
る
。
日
本
原
燃
は
、
再

処
理
工
場
の
周
辺
住
民
へ
の

放
射
線
の
影
響
は
「
〇
・
〇

二
二
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
」

で
安
全
、
と
説
明
し
て
い
る

が
、
こ
ん
な
下
三
ケ
タ
ま
で

の
詳
細
な
計
算
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
の
か
不
思
議
で
あ

り
、
不
自
然
だ
。
ま
た
、
フ

ラ
ン
ス
の
技
術
を
使
っ
て
い

る
の
に
フ
ラ
ン
ス
の
計
算
値

よ
り
も
低
い
。
生
物
濃
縮
は

実
際
に
は
想
像
以
上
に
大
き

い
場
合
が
あ
る
。
す
で
に
六

ヶ
所
工
場
周
辺
の
沼
で
は

「
自
然
界
の
二
倍
の
ト
リ
チ

ウ
ム
」
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

「
〇
・
〇
二
二
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
」
の
計
算
値
に
い
た
る
仮

定
を
見
直
し
、
再
計
算
が
必

要
だ
。 

 

例
え
ば
観
光
客
へ
の
影
響
が

大
き
い
（
田
村
参
考
人
） 

 

三
陸
の
海
の
放
射
能
汚
染

は
そ
の
ま
ま
盛
岡
市
民
の
問

題
。
例
え
ば
、
平
泉
へ
の
観 

    

光
客
は
中
尊
寺
を
見
る
だ
け

で
は
な
く
岩
手
の
お
い
し
い

食
べ
物
を
楽
し
み
に
や
っ
て

来
る
。
三
陸
の
ウ
ニ
や
ア
ワ

ビ
、
ホ
タ
テ
を
抜
き
に
し
て

岩
手
の
観
光
業
は
考
え
ら
れ

な
い
。
消
費
者
と
し
て
の
県

民
も
同
じ
。
三
陸
の
海
へ
の

被
害
は
、
岩
手
の
経
済
全
体

の
問
題
だ
。 

 

採
決
は
九
月
市
議
会
で 

  

以
上
の
審
議
が
約
一
時
間

半
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
会
は
、
九
月
市
議

会
に
委
員
会
審
査
を
お
こ
な

い
採
否
を
決
め
る
と
し
て
散

会
し
ま
し
た
。 

 

      
  

九
月
岩
手
県
議
会
を
前
に

「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る

会
」
「
重
茂
漁
協
」
「
県
消
費

団
体
協
議
会
」
は
、
三
〇
市

町
村
議
会
採
択
の
請
願
と
同

趣
旨
の
「
海
へ
の
放
射
能
放

出
規
制
法
（
仮
称
）
」
制
定
の

請
願
を
岩
手
県
議
会
に
提
出

す
る
手
続
き
に
入
り
ま
し
た
。 

                       

  

 

 
 

                    

溜
ま
り
続
け
る
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
は
地
震
に
大
丈

夫
な
の
か
？ 

「
岩
手
の
会
」

や
「
三
陸
の
海
を
守
る
会
」

「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」
な
ど

五
市
民
団
体
の
代
表
が
七
月

三
一
日
青
森
県
六
ヶ
所
村
の

日
本
原
燃
を
訪
れ
て
「
耐
震

質
問
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

応
対
し
た
の
は
広
報
部
鈴
木

良
典
副
部
長
と
松
木
浩
彦
課

長
。 質

問
書
を
読
み
上
げ
て
手

渡
し
責
任
あ
る
回
答
を
九
月

一
日
ま
で
に
ほ
し
い
旨
伝
え 

ま
し
た
。
鈴
木
副
部
長
は
、 

 

「
事
業
部
に
持
ち
帰
る
。
期

限
を
守
る
よ
う
に
努
力
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

市
民
側
か
ら
「
活
断
層
説

は
新
し
い
知
見
で
あ
り
変
動

地
形
学
の
渡
辺
教
授
ら
と
十

分
議
論
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
」
、
「
地
震
の
際
の
、
廃

液
冷
却
、
水
素
排
気
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
電
源
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」
な
ど
の
質
問

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
広
報

部
で
は
答
え
き
れ
な
い
内
容

が
あ
る
と
し
て
、
納
得
の
い

く
回
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。「
液
体
状
の
高
レ
ベ
ル

廃
液
は
現
在
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
」
と
の
質
問
に
は
「
企

業
秘
密
で
答
え
ら
れ
な
い
」

と
し
ま
し
た
。 

「
活
断
層
上
に
高
レ
ベ
ル

廃
液
蓄
積
」
と
い
う
危
険
な

状
況
に
つ
い
て
、
当
事
者
能

力
の
あ
る
技
術
責
任
者
の
回

答
が
早
急
に
必
要
で
す
。 

三
〇
市
町
村
採
択
を
受
け 

三
団
体
が
県
議
会
へ
の 

請
願
を
準
備 

 市民団体代表 

「
直
下
活
断
層
説
」
の
新
知
見 

『
高
レ
ベ
ル
廃
液
は
本
当
に
安
全
か
』 

七
月
三
一
日 

日
本
原
燃
に
質
問
書 

原燃広報部 
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